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本ガイダンスは、部屋または活動エリアの清掃および消毒に関する推奨事項を提供しています。本ガイドライ

ンは、学校、種々の機関、オフィス、保育所、企業、コミュニティセンターなど、夜間人を収容しない非医療

ケア施設に焦点を当てています。 本ガイドラインは、特定のガイダンスがすでに存在する医療施設、家庭、

またはその他の場所での清掃を意図したものではありません。http://ph.lacounty.gov/media/Coronavirus/   
 
その他の考慮事項 

 

a) 雇用主は、労働者保護に関するポリシーを策定し、清掃作業の仕事を提供する前に、現場のすべての

清掃スタッフに、トレーニングを提供してください。 トレーニングには、PPE を使用するべき時、必

要な PPE、PPE の適切な着用（装着）および使用方法、PPE の取り外し方法、および PPE を適切に廃棄

する方法を含んでください。1  
 

b) 雇用主は、従業員が米国 OSHA 危険有害性情報伝達基準に従って、職場で使用される洗浄剤の危険性

についてトレーニングを受けていることを確認する必要があります。 (29 CFR 1910.1200).1 
 

c) 雇用主は、血液媒介病原体に関する OSHA の基準 (29 CFR 1910.1030)を遵守しなければなりません。こ

れには、規制廃棄物および PPE の適切な廃棄が含まれます (29 CFR 1910.132)。1 

 

 通常の清掃 強化クリーニング ディープクリーニング 

説明 

定期的な清掃の実施。  定期的な清掃に加えて、伝染病の発

生、または地域的な流行期間中は病

気の発生を防止するために、頻繁に

触れる表面の清掃と消毒。 

通常および強化された清掃

に加えて伝染病に感染した

疑いのある人または陽性判

定(+)の出た人が使用するス

ペースの特別な清掃。 

個人用 

防護具 
(PPE) 

化学薬品を使用する場合

は、手袋を着用して手を

保護してください。 

飛沫が付着している恐れがある場合

は、手袋に加えゴーグルを着用して

ください。1 安全データシートを参

照するか、化学物質ラベルの指示に

従ってください。 

飛沫が付着している恐れが

ある場合は、手袋、ゴーグ

ル、フェイスシールド、ガ

ウン/カバーオール、マスク

を着用してください。1安全

データシートを参照する

か、化学物質ラベルの指示

に従ってください。  

消毒剤 

床、テーブル、机、カウ

ンター、洗面台、トイ

レ、その他表面の硬い家

具や装置などの普通の表

面には、通常の清掃用品

と消毒剤を使用してくだ

さい。 

普通の表面には通常の洗浄消毒剤ま

たは他の承認された消毒剤 1を使用

し、さらに頻繁に触れる表面には、

EPA登録のウイルス/細菌性病原体

に対する効果が承認済みの消毒剤を

使用してください。 
 

新しく発生した病原菌に対

して承認された EPA 登録の

消毒剤を使用してくださ

い。2 
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 通常の清掃 強化クリーニング ディープクリーニング 

清掃行動 

以下を実践してくださ

い。 
 
a) 硬い表面の埃を払う 

b) 屑がない硬い表面の

水拭き掃除をする   

c) 床のポップ掛け 

d) カーペットやマット

に掃除機をかける 

a) 通常の清掃行動を実行し、それ

に加えて、建物全体の頻繁に触

れる非多孔性の物体/表面の清掃

と消毒の頻度を増やす。 
b) 温水と石鹸/洗剤で清掃する。 

頻繁に触れる非多孔性表面を少

なくとも毎日消毒する。 
c) 多孔質表面（カーペット、敷

物、家具、カーテンなど）の目

に見える汚れ/ゴミ屑を、素材へ

の使用が指示されている適切な

洗浄剤で清掃する。 
 

a) 可能であれば、病気の居

住者が使用しているスペ

ース/エリアを閉鎖し、

最大 24時間待ってから

入室する。 1  
b) 可能であれば、病気の居

住者のいた領域の外のド

アと窓を開けて、空気の

循環を良くする 1 
c) 病気の居住者のスペース

/オフィスでは、通常か

つ強化クリーニングを実

践し、それに加えて、す

べての非多孔性表面、特

に頻繁に触れる表面

（例：机、テーブル、硬

い背もたれの椅子、ドア

ノブ、ライトスイッチ、

手すり、コンピュータ

ー、キーボード、マウ

ス、電話）を徹底的に清

掃および消毒する。 

d) 病気の居住者のスペース

/オフィスの多孔性表面

（カーペット、ソファ、

椅子、敷物、カーテン）

の場合、目に見える汚れ

を取り除き、適切な洗浄

剤で清掃し、素材への使

用が指示されている液体

/スプレーで消毒する。  
e) 徹底した清掃と消毒が完

了すると、スペースの再

利用が可能となる。 
1.  CDC コロナウイルス感染症 2019 (COVID-19) 環境の清掃と消毒に関する推奨事項https://www.cdc.gov/coronavirus/2019-
ncov/community/organizations/cleaning-disinfection.html 
2.  EPA, List N: SARS-CoV-2に対して使用する消毒剤 https://www.epa.gov/pesticide-registration/list-n-disinfectants-use-against-sars-cov-2 

 


